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平成３０年度事業報告 

 

平成３０年中の県内の刑法犯認知件数は、富山県警察、富山県、防犯関係団

体等の努力により１７年連続で減少し、戦後最少値を更新したほか、特殊詐欺

の被害は認知件数及び被害額ともに大幅に減少するとともに、被害阻止率は前

年に引き続き全国トップクラスとなるなど、県民一体となって取り組んだ成果

を実感することができました。 

その一方で、銃器を用いた犯罪が相次いで発生したほか、子どもを狙った声

かけ・つきまとい事案が増加するなど、犯罪情勢は依然として厳しい状況にあ

ると言えます。 

富山県防犯協会では、富山県の安全・安心に向け、県警察、自治体、地区防

犯協会、事業者、防犯ボランティア等、関係機関・団体及び地域住民との連携

を図りながら、犯罪を起こしにくい地域づくりに向けた防犯教室やパトロール

活動、広報啓発チラシ等の作成・配布など諸活動を進めました。 

平成３０年度に推進した事業内容は次のとおりです。 

事業名 事業内容 

１ 防犯

活動推

進事業 

⑴ 防犯研

修・講習

事業 

ア 子ども対象防犯教室の開催（協会主催事業） 

こども安全サポーター（３名）が、県内の小学校、

幼稚園、保育園等の要請により出向き、年間２５５回

合計２２，４７４名(幼稚園・保育所１７,９４７名、

小学生３，２８８名)に対し防犯教室を開催し､誘拐、

わいせつ事案等からの被害防止､不審者への対処要領､

防犯資機材（防犯ブザー・防犯ホイッスル等）の使用

方法やこども１１０番の家の活用方法等を指導した。 

イ 防犯講習会の開催 

防犯サポーター２名が各地区防犯協会、市町村､ま

ちづくり推進センター、防犯関係機関・団体等からの

派遣要請により各種防犯研修会等に出向き年間８回合

計７６０名に対し防犯講習を実施した。 

ウ 地区防犯協会事務局長会議・研修会の開催 

４月２４日（火）、市町村会館において地区防犯協

会事務局長等（２５名）に対し県内の犯罪発生状況、

犯罪抑止対策、自主防犯団体の指導育成方策等を主な

内容とした研修（講習）会を開催した。 

エ 県防犯パトロール隊連絡協議会総会・研修会の開催 
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５月３１日（木）、市町村会館において各地区パト

ロール隊の代表者及び各地区連絡協議会の会長、副会

長等（４３名）に対し研修(講習)会及び年間の活動方

針等を協議する総会を開催した。 

オ 県防犯連絡所協議会連合会総会・研修会の開催 

６月２６日（火）、市町村会館において各地区防犯

連絡所協議会の会長等（３３名）に対し研修(講習会)

及び年間の活動方針等を協議する総会を開催した。 

カ 県金融機関防犯協会理事・幹事会の開催 

６月５日（火）、県警察本部において県内の金融機

関防犯協会員である理事・幹事（３４名）に対し年間

の活動方針等を協議するとともに金融機関としての防

犯対策と刺股の効果的な使用方法について研修した。 

キ 各種講習会等への出席 

⑵ 防犯巡

回事業 

ア 犯罪抑止の巡回パトロール活動 

民間パトロール隊と連携し、犯罪発生状況を踏まえ

て事件・事故多発地域や時間帯を選定して青色回転灯

装備車両等によって巡回パトロールを実施した｡ 

特に、銃器を用いた事件の発生現場付近の小学校・

中学校を中心とした巡回パトロール活動を継続的に実

施した。 

また、防犯サポーターによる駐輪(車)場､スーパー､

遊技場等を対象とした巡回パトロールを実施した｡(８

４回） 

イ 通学路パトロール(巡回)活動 

児童・園児の下校時間帯や小学校の入学式及び卒業

式を中心に、こども安全サポーター及び防犯サポータ

ーが巡回パトロールを実施した。（６０回） 

ウ 中・高校等駐輪場の施錠率実態調査 

防犯サポーターが県警察等と連携して県内の中高校

等の駐輪場を巡回し、施錠実施率の実態調査及び施錠

推進広報を実施した。（４回） 

エ 学校の安全に関する活動 

警察や県教育委員会と連携し巡回パトロールに併せ

て県内の小学校、中学校等に出向き危機管理マニュア

ルや避難訓練について指導、助言した。（５校） 
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⑶ 防犯普

及啓発事

業 

ア 各種広報資料の作成配布等 

(ｱ) 「地域安全とやま」を年３回（夏・冬・春号各９

千部）作成し、県内の関係機関・団体へ配布した。 

(ｲ) 防犯連絡所の活動を推進するため「防犯連絡所活

動マニュアル」等小冊子を作成、配布した。 

(ｳ) 防犯ボランティアの活動を推進するため「防犯パ

トロール隊活動マニュアル」等小冊子を配布した。 

(ｴ) こども防犯用資料（幼児・児童向け～マンガやぬ

り絵、保護者向け～あぶないよ！こんなこと）を作

成、配布した。 

(ｵ) 他団体が作成したチラシ等（薬物乱用防止を訴え

るもの等）を配布した。 

(ｶ) 視聴覚教材(ＤＶＤ｢その電話にだまされるな！｣

等)を貸出した。 

イ 各種防犯情報の提供 

県警と連携し、金融機関とのＦＡＸネットワークに

よる、特殊詐欺等の発生に伴う注意喚起、窓口対策の

強化など情報を発信した。 

あわせて、各地区防犯協会等へ防犯広報素材を提供

した。 

ウ 全国地域安全運動富山県民大会等の開催 

１０月１０日（水）、富山県教育文化会館で、県、

警察、当協会の３者合同による｢第１４回富山県安全

なまちづくり推進大会・第２５回全国地域安全運動県

民大会｣を開催し、防犯活動の普及啓発を推進した。 

エ カギかけキャンペーンの実施 

(ｱ) ４月２６日（木）、富山県警察本部で県、警察、

当協会等の関係者約１００名が出席し「カギかけキ

ャンペーン開始式」を開催し､県警察本部長の挨拶､

知事メッセージの伝達式等を行ったのち、カギかけ

を呼びかけるためにカギかけキャラバン隊が県内３

コースに分かれて出発し、啓発活動を推進した。 

(ｲ) １０月２６日（金）、富山県警察本部で「カギか

けコンテスト表彰式」に出席した。 

(ｳ) 県警、県と連携し、各種会合、キャンペーンなど

あらゆる機会を通じてカギかけキャンペーンを推進
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した。 

オ 各種関係機関、団体の会議へ出席 

(ｱ) 全防連関係（２件） 

(ｲ) 関係機関、団体関係（２１件） 

⑷ 防犯ボ

ランティ

ア団体支

援事業 

ア 防犯ボランティア団体研修会等への講師派遣 

県内の民間防犯ボランティア団体に、当協会職員を

講師として派遣し、犯罪発生状況、防犯対策､防犯パ

トロール活動要領を講習した。 

イ ボランティア保険への加入事務 

民間パトロール隊員等のボランティア保険への加入

を推進した。（１７，５１４名加入） 

ウ 地区防犯協会への助成事業 

各地区防犯協会の防犯活動を支援するため活動費の

一部を助成した。 

エ 各防犯ボランティア団体との事業の共催 

３地区防犯協会と講習会､啓発活動を共同開催した｡ 

⑸ 防犯功

労者等表

彰事業 

下記の功労表彰を実施した。 

ア 地域安全防犯功労者（１４名） 

イ 防犯功労団体（８団体） 

ウ 優良防犯連絡所（１３名） 

エ 優良自転車防犯登録店（１名） 

オ 職域防犯功労団体（１団体） 

カ 地域安全功労警察官（４名） 

キ 防犯ポスター及び防犯標語入選者（３０名） 

※ 上記、表彰のほかに全国防犯協会連合会表彰で１

団体及び個人９名､中部防犯協会連絡協議会表彰で

３団体及び個人６名が受賞した。 

２ 風俗環境適正化事

業 

ア 風俗営業管理者定期講習の開催 

５月から１２月まで７回開催し、合計１６９名の受

講者に対し、当協会職員が講習した。 

イ 許可申請及び構造変更申請に伴う現地調査 

警察署からの調査依頼に基づき、風俗営業新規許可

申請３１件、構造変更申請４件の計３５件の現地調査

を実施した。 

３ 防犯関連商品等取

次事業 

ア 古物商の標識板 

富山県公安委員会から古物営業の許可を受けた古物
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商からの申請により、標識板を作成した。 

イ 金融機関対象の防犯装備資器材 

金融機関に対して、主として強盗事件が発生した場

合の対策用のクラックボール等を斡旋した。 

ウ パトロール隊員対象の防犯装備資器材 

パトロール活動の効果向上及び円滑化を図るための

防犯腕章等を斡旋した。 

４ 法人管理事業 ア 理事会の開催 

・ ５月２５日（金）、県市町村会館において第１回

理事会を開催し、平成２９年度事業報告、平成２９

年度決算報告、定時評議員会開催（案）、臨時理事

会の開催（案）、任期満了に伴う理事・監事の選任

予定（案）、参与の選任（案）等を審議し、議決し

た。 

・ 平成３１年３月６日（水）、県市町村会館におい

て第２回理事会を開催し、平成３１年度事業計画（

案）、平成３１年度収支予算（案）等を審議し、議

決した。 

イ 評議員会の開催 

６月１９日（火）、県市町村会館において評議員会

を開催し、平成２９年度決算、理事、監事の任期満了

に伴う選任（案）、評議員の補欠選任（案）を審議、

議決するとともに、平成２９年度事業報告及び参与等

任意役員の選任等について報告した。 

ウ 臨時理事会の開催 

６月１９日（火）、評議員会終了後、県市町村会館

において臨時理事会を開催し、岩脇秀三理事を理事長

である代表理事にすることを審議し、議決した。 

エ 各非常勤役員への業務説明 

適宜、専務理事から非常勤役員へ業務状況を説明し

た。 

 

 


